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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生

か
ら
す
で
に
一
年
以
上
が
経
過
し
地
球
規

模
に
よ
る
人
類
に
対
す
る
挑
戦
の
ご
と
く

世
界
的
な
感
染
者
の
増
加
や
数
百
万
人
に

も
及
ぶ
感
染
症
に
よ
る
死
亡
が
確
認
さ
れ

る
な
か
、
我
が
国
も
感
染
症
対
策
や
経
済

問
題
の
対
す
る
対
策
を
含
め
、
国
民
の
生

活
様
式
ま
で
も
変
化
を
伴
う
現
状
で
あ
る
。 

さ
て
、
私
も
こ
の
一
年
の
間
、
議
会
活
動

は
も
と
よ
り
議
員
と
し
て
の
活
動
も
緊
急

事
態
宣
言
下
、
行
動
の
自
粛
等
を
課
さ
れ

た
な
か
、
市
議
会
の
一
員
と
し
て
市
民
の

為
の
市
政
と
重
く
受
け
止
め
活
動
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
毎
議

会
ご
と
の
報
告
「
ひ
げ
通
信
」
を
す
べ
き

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
二
年
六

月
議
会
か
ら
令
和
三
年
三
月
議
会
の
報
告

を
ま
と
め
て
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

令
和
三
年
一
月
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
緊
急
事
態
宣
言
下
、
川
越
市
政 

 
 
 
 
 

を
左
右
す
る
川
越
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
三
期
一
二
年
の
市
長
任
期
を
自
ら

規
制
を
し
た
条
例
制
定
を
行
っ
た
川
合
善

明
現
職
市
長
か
ら
昨
年
十
二
月
議
会
に
自

ら
こ
の
条
例
廃
止
の
提
案
が
あ
り
、
我
が

会
派
は
賛
成
し
議
会
で
の
賛
成
多
数
で
廃

止
の
可
決
が
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
新

た
に
四
期
目
を
目
指
し
た
市
長
選
挙
に
よ

り
投
票
率
は
極
め
て
低
か
っ
た
も
の
の
今

後
の
市
政
の
課
題
を
大
き
く
受
け
止
め
四

期
目
の
川
合
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
も
こ
の
一
年
間
、
重
要
議
案

の
審
査
を
行
い
執
行
す
る
こ
と
の
責
任
を

受
け
議
決
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

こ
の
一
年
間
は
国
か
ら
の
第
一
次
補
正
予

算
に
始
ま
り
第
三
次
補
正
予
算
と
今
ま
で

に
な
い
大
き
な
額
の
予
算
が
国
か
ら
下
り

て
き
ま
し
た
が
、
主
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
関
連
の
予
算
配
分
を
重
視
し
た
市
民

の
皆
様
や
事
業
者
の
方
々
へ
の
配
分
が
主

で
あ
り
後
半
に
は
特
に
医
療
分
野
の
対
策

資
金
で
あ
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
現
状

の
課
題
及
び
情
報
の
分
析
が
大
変
難
し
い

中
、
執
行
部
側
か
ら
の
提
案
に
対
し
議
会

と
し
て
も
で
き
る
限
り
詳
細
な
質
問
・
質

疑
や
提
案
等
も
含
め
議
会
と
し
て
の
責
務

を
果
た
し
て
き
た
も
の
と
、
私
は
思
っ
て

お
り
ま
す
が
、
短
期
間
で
の
情
報
分
析
に

追
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
私
は
川
越
市
政

に
と
っ
て
も
、
今
回
の
緊
急
事
態
時
な
ど

に
対
応
で
き
る
日
頃
の
情
報
不
足
に
伴
い

分
析
能
力
に
対
す
る
不
足
が
表
面
化
し
た

の
も
事
実
で
あ
る
と
受
け
止
め
て
お
り
、

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
日
頃
、
私
が
申
し

上
げ
て
い
る
よ
う
に
、
執
行
者
側
と
議
会

側
と
が
市
政
の
両
輪
と
し
て
進
展
し
て
い

く
こ
と
を
今
回
強
く
感
じ
て
お
り
ま
し
た

の
で
、
私
な
り
に
議
会
の
中
で
の
役
割
を

果
た
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

・
大
野
知
事
、
川
合
市
長
、
近
藤
副
議
長
と

共
に
「
お
う
ち
に
帰
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
参
加
し
ま
し
た
。 

（
川
越
駅
東
口
） 

             

・
川
越
市
長
選
挙
立
合
演
説 

松
井
釜
太
郎
元
市
議
・
田
畑
市
議 
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令
和
三
年
度
の
予
算
の
規
模 

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
市
税
等
が
大
幅
に
減
収
と
な
る
中
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
、
災
害
に
強

い
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
、
子
育
て
支
援

に
取
り
組
む
た
め
、
総
額
１
１
２
０
億
７
千
万

円
と
な
る
令
和
三
年
度
一
般
会
計
予
算
を
編
成
。 

②
令
和
三
年
度
一
般
会
計
予
算
は
前
年
度
当
初

予
算
（
１
千
１
５
８
億
５
千
万
円
）
と
比
較
し

て
３
７
億
８
千
万
円
（
３
．
３
％
）
の
減
。 

③
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
総
額
は
、

１
千
９
４
５
億
４
千
８
８
８
万
６
千
円
と
な
り

令
和
二
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
３
３
億
７

千
１
５
９
万
２
千
円
（
１
．
７
％
）
の
減
。
主

な
要
因
は
、
企
業
会
計
を
含
む
特
別
会
計
は
増

と
な
る
も
の
の
、
一
般
会
計
の
減
（
３
７
億
８

千
万
円
）
が
影
響
し
た
こ
と
に
よ
る
。 

                     

一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算 

・
歳
入
で
は
、
市
税
が
給
与
所
得
や
企
業
収
益
の
減

に
よ
り
前
年
度
よ
り
３
４
億
円
減
の
５
４
５
億
円
を

計
上 

・
歳
出
で
は
、
土
木
費
が
川
越
駅
西
口
歩
行
者
用
デ

ッ
キ
延
伸
の
完
了
等
に
よ
り
２
５
億
円
減
の
５
８
億

円
を
、
総
務
費
は
武
道
館
耐
震
改
修
工
事
の
完
了
等

に
よ
り
１
３
億
円
減
の
１
０
８
億
円
を
計
上 

※
計
数
は
四
捨
五
入
の
為
一
致
し
な
い
場
合
有 

       

 

          

 

      

市
債
残
高
の
状
況 

・
令
和
三
年
度
の
市
債
残
高
は
、
市
債
の
発
行

抑
制
に
よ
り
前
年
度
か
ら
約
２
２
億
円
減
の
約

９
７
２
億
円
を
見
込
む
。 

※
計
数
は
四
捨
五
入
の
為
一
致
し
な
い
場
合
有 

                    
市
税
の
状
況 

①
市
民
税
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
伴
う
給
与
所
得
者
の
減
少
や
雇
用
情
勢

の
悪
化
の
よ
り
、
個
人
市
民
税
が
前
年
度
よ
り

１
３
億
９
千
８
２
２
万
３
千
円
（
６
．
２
％
）

減
の
２
１
０
億
円
を
見
込
む
。
法
人
市
民
税
も

企
業
収
益
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
１
５

億
４
千
５
２
１
万
８
千
円
（
４
０
．
２
％
）
減

の
２
３
億
円
を
見
込
む
。 

②
固
定
資
産
税
は
、
家
屋
の
評
価
替
え
等
の
影

響
に
よ
り
、
前
年
度
よ
り
２
億
７
千
４
８
１
万

８
千
円
（
１
．
２
％
）
減
の
２
２
８
億
３
０
７

万
６
千
円
を
見
込
む
。 

③
市
た
ば
こ
税
は
、
過
去
の
実
績
本
数
や
税
率

の
引
上
げ
を
踏
ま
え
、
前
年
度
よ
り
１
億
４
２

４
万
円
（
５
．
２
％
）
減
の
１
９
億
円
を
見
込

む
。 

④
都
市
計
画
税
は
、
家
屋
の
評
価
替
え
等
の
影

響
に
よ
り
、前
年
度
よ
り
４
千
９
５
万
円（
１
．

０
％
）
減
の
４
１
億
５
千
８
１
３
万
９
千
円
を

見
込
む
。 

地
方
消
費
税
交
付
金
の
引
上
げ
分 

地
方
税
法
第
72
条
の
１
１
６
に
基
づ
く
消

費
税
率
引
上
げ
分
の
地
方
消
費
税
交
付
金

は
、
社
会
保
障
４
経
費
（
年
金
、
医
療
及

び
介
護
の
社
会
保
障
給
付
並
び
に
少
子
化

に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
）
、
そ
の
他
社

会
保
障
施
策
（
社
会
福
祉
、
社
会
保
険
及

び
保
健
衛
生
に
関
す
る
施
策
）
に
充
当
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
令
和
3
年
度
の

引
上
げ
分
と
し
て
４
０
億
９
千
９
０
万
９

千
円
を
見
込
む
。 

公
債
費
・
市
債
残
高
の
状
況 

①
公
債
費
は
、
平
成
２
６
年
度
か
ら
平
成
２

７
年
度
に
か
け
て
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

平
成
２
８
年
度
か
ら
増
加
に
転
じ
て
い
る
。

令
和
3
年
度
は
、
小
中
学
校
普
通
教
室
空
調

施
設
整
備
に
伴
う
市
債
の
償
還
金
や
臨
時
財

政
対
策
費
の
償
還
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前

年
度
よ
り
５
億
２
９
１
万
８
千
円（
４
．７
％
）

＜ 一般会計予算 1,120 億 7 千万円 ＞ 

＜ 特別会計予算  824 億 7 千万円 ＞ 
当初予算規模の推移 

※四捨五入表示 

歳
出 

 

歳
入 

市
債
残
高
の
状
況 

 

一般会計市債残高の推移 

億円 

市税 

545 億円 

49% 

自主財源 

651 億円 
58% 

 

依存財源 

469 億円 
42% 

 

繰入金 

36 億円 

3% 

諸収入 

28 億円 

2% 

その他自主財源 

42 億円 

4% 

国庫支出金 

197 億円 

18% 

市債 

84 億円 

7% 

県支出金 

78 億円 

7% 

その他依存財源 

110 億円 

10% 

労働費 

2 億円 

0% 

総務費 

108 億円 

10% 

民生費 

512 億円 

46% 
衛生費 

129 億円 

11% 
農林水産業費 

12 億円 

1% 

商工費 

8 億円 

1% 

土木費 

58 億円 

5% 

消防費 

46 億円 

4% 
教育費 

124 億円 

11% 

災害復旧費 

0 億円 

0% 

公債費 

113 億円 

10% 

諸支出金 

1 億円 

0% 

予備費 

1 億円 

0% 

議会費 

7 億円 

1% 
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増
の
１
１
３
億
６
５
０
万
７
千
円
を
計
上
し
た
。 

②
市
債
残
高
（
借
入
）
は
、
平
成
２
５
年
度
以

降
増
加
で
維
持
し
て
い
た
が
、
令
和
元
年
度
か

ら
は
減
少
に
転
じ
て
い
る
。
令
和
3
年
度
は
歳

出
の
公
債
費
（
元
金
分
１
０
６
億
２
千
２
８
０

万
７
千
円
）
に
対
し
、
歳
入
の
市
債
（
８
４
億

１
千
６
２
０
万
円
）が
下
回
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

令
和
3
年
度
末
の
市
債
残
高
は
前
年
度
か
ら

２
２
億
６
６
０
万
７
千
円
（
２
．
２
％
）
減
の

９
７
２
億
１
千
１
５
４
万
８
千
円
を
見
込
む
。 

積
立
基
金
の
状
況 

①
令
和
2
年
度
は
、
利
子
分
を
除
く
積
立
金
と

し
て
森
林
環
境
基
金
に
２
千
５
２
３
万
円
、
市
制

施
行
１
０
０
周
年
記
念
事
業
基
金
に
２
千
万
円

等
を
計
上
し
た
。 

②
令
和
3
年
度
は
、
既
存
の
基
金
の
有
効
活
用

と
し
て
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
金
か
ら
２

億
３
千
万
円
、
減
債
基
金
か
ら
２
億
円
を
取
り

崩
す
と
と
も
に
市
制
施
行
１
０
０
周
年
事
業
基

金
、
平
和
基
金
、
文
化
芸
術
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
、

福
祉
基
金
、
緑
の
基
金
、
商
業
振
興
施
設
整
備

基
金
、
み
ん
な
で
支
え
る
観
光
基
金
、
初
雁
公
園

整
備
基
金
及
び
大
学
奨
学
金
基
金
を
取
り
崩
し
、

関
連
事
業
の
財
源
を
確
保
し
た
。 

③
一
般
会
計
に
お
け
る
令
和
3
年
度
末
の
積
立

基
金
残
高
は
、
財
源
対
策
と
し
て
財
政
調
整
基

金
か
ら
２
８
億
８
千
円
を
取
り
崩
し
た
こ
と
等
に

よ
り
、
前
年
度
か
ら
３
３
億
８
千
２
９
２
万
４
千

円
（
４
８
．
９
％
）
減
の
３
５
億
２
千
８
９
１
万
５
千

円
を
見
込
む
。 

  

 

・令和 2 年度川越市一般会計 3 月補正予算の概要（※詳細は川越市広報をご覧ください） 

事業名称 補正額 主な内容 

新型コロナウィルスワクチ

ン接種 

（担当課：新型コロナウィ

ルスワクチン接種対策室） 

1,726,692,000 円 

居住者分    1,614,393,000 円 ( 354,500 人×2,070 円×2 回) 

出生、転入分   86,526,000 円 ( 19,000 人×2,070 円×2 回) 

予診のみ      2,541,000 円 (  1,500 人×1,540 円×1 回) 

乳幼児加算     23,232,000 円 ( 16,000 人× 660 円×2 回) 

・令和 3 年度予算の主なポイント 

子育て安心施設運営管理（新規） 36,453,000 円 

川越市保育ステーション事業（新規） 54,104,000 円 

学童保育室改修 27,053,000 円 

GIGA スクールサポーター 44,232,000 円 

英語指導助手配置事業 76,502,000 円 

南古谷駅周辺地区整備 219,419,000 円 

川越駅東口駅前広場改修 165,100,000 円 

小江戸川越ハーフマラソン 4,000,000 円 

旧川越織物市場整備 214,000,000 円 

グリーンツーリズム整備推進 557,773,000 円 

クラッセ川越冷暖房設備等改修工事（新規） 147,912,000 円 

東清掃センター大規模改修 1,639,900,000 円 

総合体育館パッケージ空調機交換工事 4,640,000 円 

道路照明 LED 化（新規） 26,350,000 円 

市制施行 100 周年記念事業 50,130,000 円 

初雁公園整備 135,158,000 円 

オリンピック関連事業の推進 52,608,000 円 

PCR 検査等の公費負担 34,986,000 円 

感染症入院医療費の公費負担 29,588,000 円 

在宅医療拠点センター機能の拡充（介護特会） 19,446,000 円 

成年後見制度に係る中核機関の開設（新規） 12,038,000 円 

犯罪被害者等見舞金（新規） 900,000 円 

デマンド型交通事業 31,845,000 円 

川越江川内水対策事業費負担金 33,000,000 円 

江川流域都市下水路内水対策工事 8,800,000 円 

下小坂樋管周辺内水対策 7,000,000 円 

・令和 3 年度一般会計補正予算の主なポイント 

中小企業事業継続支援金[一律 7 万円] 

[対象者]対象月の売上高が前年同月比で 15%以上減少

した市内の中小企業者(約 6,800 社を見込む) 

479,637,000 円 

路線バス運行継続支援 12,000,000 円 

新型コロナウィルス感染症患者等入院病床確保協力金 56,000,000 円 

ひとり親世帯生活応援支援金給付[一世帯 5 万円] 100,239,000 円 

高齢者世帯エアコン購入費等助成[上限：一世帯 4 万円] 20,937,000 円 
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令
和
三
年
三
月
一
般
質
問 

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
か
か
る
法
改
正
に
つ

い
て 

（
質
問
主
旨
） 

昨
年
六
月
に
都
市
再
生
特
別
措
置
法
等
の
一
部
改

正
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で
は
「
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
」
「
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
に
向
け
た
二
本
立
て
の
改
正
で
す
。
魅
力
的
な

ま
ち
づ
く
り
で
は
居
心
地
よ
く
歩
き
た
く
な
る
街

中
の
創
出
な
ど
で
す
が
、
今
回
私
は
本
市
に
度
重

な
り
気
象
災
害
を
も
た
ら
し
た
水
害
に
よ
る
こ
と

も
鑑
み
「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
に
絞
り
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
さ
て
、
国
は
２
０
年
前
よ
り
我
が

国
の
治
水
対
策
で
は
築
堤
や
河
道
拡
幅
等
の
河
川

改
修
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
流
域
に
降
っ
た
雨

水
を
集
め
て
海
ま
で
早
く
安
全
に
流
す
こ
と
を
基

本
と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
都
市
化
に
よ

る
土
地
利
用
の
変
化
や
急
激
な
気
象
の
変
化
に
よ

る
異
常
降
雨
の
頻
発
に
よ
り
河
川
の
改
修
の
み
に

よ
る
対
応
で
は
限
界
が
生
じ
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

国
の
河
川
審
議
会
で
は
こ
の
こ
と
を
主
眼
と
し
特

に
地
域
毎
の
流
域
対
策
の
中
で
洪
水
の
氾
濫
域
に

お
け
る
土
地
利
用
方
策
他
何
点
か
を
示
す
答
申
が

な
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
法
改
正
で
は
平
成
30
年
度
に
す
で
に
川
越

市
で
も
策
定
さ
れ
て
い
る
立
地
適
正
化
計
画
の
中

で
の
「
防
災
指
針
」
の
策
定
や
「
災
害
ハ
ザ
ー
ド

エ
リ
ア
と
の
関
係
が
あ
る
場
合
の
市
街
化
調
整
区

域
等
の
開
発
抑
制
」
に
重
点
を
置
い
た
重
要
な
改

正
と
な
る
た
め
市
の
取
り
組
み
体
制
を
含
め
確
認

や
意
見
と
し
て
、
私
の
考
え
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

質
問
骨
子 

➀
２
０
２
０
年
６
月
に
成
立
し
た
都
市
再
生
特
別

措
置
法
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
具
体
的
な
改
正

内
容
と
は 

②
法
改
正
に
お
け
る
立
地
適
正
化
と
の
関
連
性
に

つ
い
て 

③
法
改
正
に
よ
る
川
越
市
へ
の
特
に
影
響
と
内
容 

④
川
越
市
の
こ
れ
ま
で
の
市
街
化
調
整
区
域
内
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で

進
め
て
き
た
の
か 

⑤
今
回
の
法
改
正
に
つ
い
て
は
法
律
上
既
に
施
行

期
日
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市
は
今
後
法
改
正

へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
の
か 

⑥
法
改
正
に
伴
う
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
今
後
市
が
防
災
の
視
点
で
取
り
入
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
に
は
、
防
災
・

都
市
計
画
部
局
は
も
と
よ
り
総
合
政
策
部
・
財

政
・
福
祉
・
教
育
・
産
業
観
光
・
建
設
部
な
ど
縦

割
り
を
な
く
し
横
の
連
携
を
重
視
し
て
、
全
庁
的

な
取
り
組
み
が
必
要
と
私
は
思
う
が
都
市
計
画
部

長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か 

             

令
和
二
年
十
二
月
一
般
質
問 

 

霞
ヶ
関
駅
北
口
周
辺
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
に
つ
い
て 

（
質
問
主
旨
） 

東
武
東
上
線
霞
ヶ
関
駅
北
口
が
開
設
さ
れ
駅
前
広

場
等
の
整
備
も
進
み
霞
ヶ
関
駅
北
周
辺
は
駅
に
隣

接
し
た
立
地
を
生
か
し
周
辺
住
宅
地
の
生
活
利
便

性
の
向
上
と
住
環
境
の
維
持
・
向
上
が
図
ら
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
又
、
昭
和
５
９
年
に
国
指
定
史
跡

と
な
っ
た
河
越
館
跡
も
一
部
整
備
は
終
了
し
て
い

る
も
の
の
今
後
の
計
画
の
推
進
に
向
け
て
同
地
の

取
得
も
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
道
川

越
越
生
線
の
拡
幅
整
備
に
伴
い
大
き
な
地
域
課
題

で
あ
る
踏
切
拡
幅
整
備
の
進
展
も
注
視
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
霞
ヶ
関
駅
周
辺
整
備
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
は
何
度
と
な
く
質
問
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
回
は
、
現
行
の
行
政
の
制
度
や
個

別
計
画
に
よ
る
市
内
の
先
行
事
例
を
参
考
に
し
、

更
に
文
化
財
保
護
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
新
し
い

計
画
で
の
取
り
組
み
の
可
能
性
を
含
め
て
、
住
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
手
法
・
周
辺
環
境
の
整
備

の
可
能
性
な
ど
を
質
問
い
た
し
ま
し
た
。 

質
問
骨
子 

➀
霞
ヶ
関
駅
北
口
駅
前
広
場
の
整
備
状
況
と
は 

②
県
道
川
越
越
生
線
の
東
武
東
上
線
踏
切
を
整
備

す
る
に
あ
た
り
そ
の
周
地
の
取
得
状
況
は 

③
県
道
川
越
越
生
線
の
踏
切
の
整
備
に
か
か
る
東

武
鉄
道
株
式
会
社
と
の
協
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か 

④
名
細
地
区
の
歴
史
的
文
化
的
遺
産
に
つ
い
て 

⑤
河
越
館
跡
の
整
備
状
況
に
つ
い
て 

⑥
国
が
示
す
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
在
り

方
と
本
市
の
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
検
討

状
況
に
つ
い
て 

⑦
地
区
街
づ
く
り
推
進
条
例
の
概
要
に
つ
い
て 

⑧
地
区
街
づ
く
り
推
進
条
例
に
基
づ
く
協
議
会
活

動
の
先
行
事
例
に
つ
い
て 

⑨
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
概
要
に
つ
い
て 

⑩
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
に
お
け
る
重
点
区

域
の
取
り
組
み
と
効
果
に
つ
い
て 

⑪
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
策
定
に
当
た
っ

て
の
進
め
方
に
つ
い
て 

⑫
霞
ヶ
関
駅
北
口
か
ら
河
越
館
跡
周
辺
エ
リ
ア
に

お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
考
え
ら
れ

る
か
、
市
内
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
参
考
に

検
討
を
進
め
て
ほ
し
い
が
市
の
認
識
を
伺
う 

              

※
撮
影
時
の
み
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま
す
。 

霞
ヶ
関
駅
北
口
整
備
が
完
了
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
北
口
広
場
完
了
を
前
に
周
辺
地
元
地
域

の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
用
途
地
域
の
変
更

等
や
地
元
み
ど
り
会
自
治
会
の
皆
様
か
ら
の

気
象
等
表
示
板
、
時
計
の
ご
要
望
が
ご
ざ
い

ま
し
た
が
現
状
で
は
時
計
の
設
置
に
つ
い
て

要
望
達
成
に
私
も
ご
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

現会長臼井様、小野澤、中野様、河合様 

みどり会自治会歴代会長と霞ヶ関駅北口にて 

一
般
質
問 
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令
和
二
年
九
月
一
般
質
問 

資
源
化
セ
ン
タ
ー
並
び
に
周
辺
関
連
施
設
に

つ
い
て 

 
 

（
質
問
主
旨
） 

平
成
22
年
4
月
よ
り
稼
働
を
始
め
た
川
越

市
資
源
化
セ
ン
タ
ー(

ゴ
ミ
焼
却
施
設
他)

も

竣
工
後
10
年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
周
辺

に
は
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

有
効
活
用
し
て
い
る
健
康
増
進
運
動
施
設
ピ

コ
ア
も
現
状
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
利
用
制
限
は

さ
れ
て
い
る
も
の
の
市
民
や
市
外
の
方
々
の

利
用
者
も
大
変
多
く
人
気
の
あ
る
施
設
で
す
。 

ま
た
一
方
で
ゴ
ミ
焼
却
施
設
の
最
終
処
分
場

で
も
あ
る
小
畔
の
里
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

も
処
理
量
の
限
度
に
近
づ
き
今
後
の
課
題
も

控
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
一
般
質
問
で
は

稼
働
後
10
年
経
過
し
た
資
源
化
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
関
係
す
る
周
辺
施
設
の
今
後
の
こ
と

も
含
め
多
角
的
に
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

質
問
骨
子 

①
資
源
セ
ン
タ
ー
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度

に
つ
い
て 

②
資
源
化
セ
ン
タ
ー
は
竣
工
後
10
年
経
過

し
て
い
る
が
当
初
の
建
設
費
と
こ
れ
ま
で
の

維
持
管
理
費
は
い
く
ら
か
又
、
ど
の
よ
う
な

運
転
・
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
。 

③
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
稼
働
率
は
ど

の
よ
う
か
。 

④
資
源
化
セ
ン
タ
ー
の
焼
却
機
器
の
耐
用
年

数
は
ど
の
く
ら
い
か
。 

⑤
10
年
経
過
し
た
資
源
化
セ
ン
タ
ー
を
今
後

ど
の
よ
う
に
維
持
管
理
し
て
い
く
の
か
。 

⑥
な
ぐ
わ
し
公
園
ピ
コ
ア
が
平
成
24
年
度
に

竣
工
し
て
い
る
が
改
め
て
ど
の
よ
う
な
施
設

か
。 

⑦
な
ぐ
わ
し
公
園
の
今
ま
で
の
整
備
状
況
と

今
後
の
整
備
計
画
と
は
。 

⑧
な
ぐ
わ
し
公
園
の
災
害
時
の
役
割
と
は
。 

⑨
最
終
処
分
場
・
小
畔
の
里
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
残
容
量
と
今
後
の
市
の
利
用
想
定
と

は
。 

⑩
小
畔
の
里
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管

理
状
況
と
は
。 

⑪
小
畔
の
里
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
将
来
と

は
。 

⑫
資
源
化
セ
ン
タ
ー
及
び
な
ぐ
わ
し
公
園
の

建
設
に
要
し
た
期
間 

⑬
資
源
化
セ
ン
タ
ー
建
設
時
に
は
将
来
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
か 

⑭
西
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
解
体
及
び
東
清
掃
セ

ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
が
さ
れ
て
い
る
が
検

討
期
間
や
経
費
の
状
況
を
伺
う 

⑮
市
は
資
源
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
連
施
設

を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か 

               

令
和
二
年
六
月
一
般
質
問 

「災
害
備
蓄
に
つ
い
て
」 

（
質
問
主
旨
）
平
成
24
年
度
川
越
市
議
会
で

は
、
川
越
市
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
市
長
が
災

害
対
策
本
部
を
設
置
し
た
場
合
に
は
、
市
議

会
で
は
市
本
部
の
支
援
の
た
め
の
情
報
収
集

等
及
び
市
民
の
為
の
川
越
市
議
会
災
害
対
策

支
援
本
部
の
設
置
を
行
う
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
当
時
私
は
議
長
職
を
務
め
て
お
り
ま
し

た
が
市
議
会
の
規
定
に
は
詳
細
な
所
掌
事
務

の
制
定
は
な
く
、
実
務
的
に
も
不
足
的
な
も

の
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
平
成
30
年
再
度
議

長
職
に
就
任
し
た
経
緯
も
あ
り
改
め
て
皆
さ

ん
と
協
議
を
行
い
川
越
市
議
会
災
害
対
策
支

援
本
部
設
置
に
向
け
た
議
員
自
身
の
所
掌
事

務
規
定
を
す
べ
き
と
、
翌
年
議
長
職
務
終
了

後
、
自
ら
提
案
し
川
越
市
議
会
災
害
対
策
支

援
会
議
の
設
置
を
行
い
委
員
長
に
就
任
、
本

格
的
な
川
越
市
に
対
す
る
支
援
体
制
が
推
進

で
き
る
よ
う
災
害
対
策
支
援
に
対
す
る
指
針

の
策
定
を
行
い
ま
し
た
。
川
越
市
災
害
対
策

本
部
の
支
援
の
た
め
の
議
会
と
し
て
の
支
援

本
部
は
議
長
を
中
心
と
す
る
も
、
議
会
と
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
に
つ
い
て
は
大

変
大
き
な
仕
事
と
な
り
ま
す
。
故
に
川
越
市

が
災
害
対
策
本
部
の
設
置
前
の
警
戒
本
部
設

置
（
副
市
長
）
時
に
議
会
は
、
災
害
対
策
支

援
会
議
委
員
長
と
時
の
議
長
と
協
議
を
行
い

市
議
会
の
災
害
対
策
支
援
本
部
の
準
備
態
勢

に
入
る
と
い
う
仕
組
み
を
整
え
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は
こ
の
会
議
体
で
は

災
害
及
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
説
明
受
け
入
れ
窓
口
や
対
応
・
対
策

な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
場
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
前
提
に
、
災
害
時
に
お

け
る
新
た
な
体
制
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と

の
両
立
を
考
え
た
避
難
場
所
の
対
応
や
備
蓄

品
の
指
定
避
難
所
等
（
主
に
学
校
）
の
課
題

に
つ
い
て
確
認
を
い
た
し
ま
し
た
。 

質
問
骨
子 

１
． 

備
蓄
品
保
管
室
の
整
備
の
経
緯
（
学
校

教
室
内
） 

２
． 

備
蓄
品
保
管
室
の
整
備
数
及
び
保
管

室
の
広
さ
に
つ
い
て 

３
． 

平
成
28
年
度
包
括
外
部
監
査
か
ら
の

備
蓄
品
等
へ
の
管
理
の
指
摘
及
び
改
善
策
に

つ
い
て 

４
． 

保
管
室
に
お
け
る
備
蓄
品
目
と
備
蓄

量
に
つ
い
て 

５
． 

備
蓄
品
保
管
室
の
広
さ
に
つ
い
て
の

課
題 

６
． 

学
校
を
管
理
す
る
教
育
委
員
会
の
認

識
及
び
充
足
す
る
保
管
室
の
広
さ
の
整
備
及

び
市
と
教
育
委
員
会
と
の
共
通
認
識
の
整
備

に
向
け
た
考
え
に
つ
い
て 

            

名細公園ピコア・川越市資源化センター 

災
害
避
難
時
・
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
テ
ン
ト 
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「
公
共
工
事
発
注
の
諸
課
題
に
つ
い
て
」 

（
質
問
主
旨
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
今
後
の
経
済
予
測
も
含
め
川
越

市
に
お
け
る
公
共
工
事
の
発
注
の
安
全
性
及

び
東
日
本
大
震
災
以
降
の
公
共
工
事
を
含
め
、

建
設
関
係
で
は
地
域
企
業
は
地
域
の
守
り
手

と
再
認
識
さ
れ
る
一
方
災
害
対
応
に
最
低
限

必
要
な
企
業
数
・
人
員
・
機
材
の
確
保
に
必

要
な
「
限
界
工
事
量
」
の
確
保
の
為
に
も
地

域
企
業
の
維
持
と
育
成
が
重
要
で
あ
り
、
公

共
工
事
と
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
鑑
み
入
札

発
注
に
よ
る
チ
ャ
ン
ス
に
よ
り
地
域
経
済
の

活
性
化
は
も
と
よ
り
企
業
の
技
術
力
ア
ッ
プ

や
精
度
の
高
い
施
工
に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
し
っ
か
り
と
結
ぶ
も
の
と
考
え
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
含
め
質
問
を
い
た
し
ま
し

た
。 

質
問
骨
子 

市
財
政
に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
が
本
市
の
公
共

工
事
の
発
注
に
関
し
基
本
的
な
考
え
を
伺
う
。 

２
．
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
公
共
工
事
に
対
す

る
各
部
局
の
留
意
事
項
と
は 

３
．
都
市
基
盤
整
備
の
推
進
に
対
し
建
設
業

者
と
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
円
滑
な

入
札
執
行
及
び
工
事
施
工
に
資
す
る
留
意
事

項
と
は 

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て 

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
に
つ
い
て 

（
質
問
主
旨
） 

私
は
現
在
川
越
市
議
会
２

０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
対
策
特
別
委
員
会
委
員
長
を
努
め
て

お
り
ま
す
。
我
が
国
で
は
本
年
7
月
に
開
催

予
定
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
延
期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
を
受
け
本
市
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
競

技
を
開
催
す
る
市
長
と
し
て
の
受
け
止
め
を

確
認
す
る
た
め
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

   

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
議
員
活
動
の
合
間
を
み
て
！ 

毎
年
恒
例 

麦
づ
く
り 

                       

コ
ロ
ナ
禍
初
挑
戦
‼
梅
ジ
ュ
ー
ス
づ
く
り 

                               

 
 

役職 

 東洋大学校友会 埼玉県西部支部 監事 

 県立川越工業高等学校同窓会   理事 

 川越市立川越第一中学校同窓会  理事 

 児童養護施設㈳埼玉育児院後援会 理事 

 上戸小学校区スポーツ振興連絡協議会顧問 

 川越市マレットゴルフ連盟    顧問 

川越ポラリスﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙクラブコーチ 

 川越地区ミニバスケットボール連盟 

                相談役 

㈳川越青年会議所副理事長    歴任 

川越市立上戸小学校ＰＴＡ会長  歴任 

川越市立鯨井中学校ＰＴＡ会長  歴任 

 

           2021年3月現在 

プロフィール 
昭和２９年３月１３日生 

川越市小仙波町生まれ 

現職 

・川越市議会議員       5期 

・2020年東京オリンピック・パラリン 

ピック対策特別委員会   委員長 

・川越市議会災害対策支援会議委員長 

・川越地区消防組合      議員 

・川越地区消防組合    監査委員 

・文化教育常任委員会委員 

・第 84 代川越市議会議長  （歴任） 

・第 78 代川越市議会議長  （歴任） 

最終学歴 

東洋大学大学院工学研究科建築学専攻 

博士前期課程修了（修士） 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

 

コ
ロ
ナ
禍
初
挑
戦
‼
唐
辛
子
づ
く
り 

 


